
第２章 図形と方程式 ３・軌跡と領域

３ １ 軌跡

（１／５）■ アポロニウスの円 ■

軌跡が”アポロニウスの円”になる

◇《軌跡がアポロニウスの円になる場合》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

２点Ａ(０，０)，Ｂ(６，０)からの距離の比が２：１である点Ｐの軌跡を求めなさ

い。

【考え方】軌跡の求め方

１ 点Ｐの座標を(χ，ｙ)とおく。

２ 条件をχ，ｙの関係式で表す。

「距離についての条件」の場合は，距離を２乗する。 Ï【注】を参照

３ これを整理して，χ，ｙの満たす方程式を導く。

［答 案］

１ 点Ｐの座標を(χ，ｙ)とおく。

２ ＡＰ：ＢＰ＝２：１ すなわち，ＡＰ＝２ＢＰ より，

ＡＰ２＝４ＢＰ２

であるから，

(χ－０)２＋(ｙ－０)２＝４{(χ－６)２＋(ｙ－０)２}

３ これを整理して，

χ２＋ｙ２＝４(χ２－１２χ＋３６＋ｙ２)

χ２＋ｙ２＝４χ２－４８χ＋１４４＋４ｙ２

３χ２－４８χ＋３ｙ２＋１４４＝０

χ２－１６χ＋６４－６４＋ｙ２＋４８＝０

(χ－８)２＋ｙ２＝１６

＊４ （逆に，この円上のすべての点Ｐ(χ，ｙ)は，条件を満たす。）

Óふつう，書かない。

５ したがって，求める軌跡は，

中心(８，０)，半径４の円

【注】距離を根号のついた形で求めてもいいが，両辺を２乗して根号をはずすので，最初から

距離を２乗した式を作る。

（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【軌跡と領域 №３（１／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

《資料》 《アポロニウスの円》

上の例題で，線分ＡＢを２：１の比に内分する点ＳはＳ(４，０)，２：１の比に外分する

点ＴはＴ(１２，０)であり，求めた点Ｐの軌跡はＳとＴを直径の両端とする円になっている。

一般に，２点Ａ，Ｂからの距離の比がｍ：ｎである点Ｐの軌跡は，ｍ≠ｎのとき，線分ＡＢ

をｍ：ｎに内分する点と外分する点を直径の両端とする円である。

この円を アポロニウスの円 という。

なお，ｍ＝ｎのときは，２定点Ａ，Ｂを結ぶ線分ＡＢの垂直二等分線である。

ｍ ｎ

ｍ

ｎ
Ａ Ｂ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ３・軌跡と領域

３ １ 軌跡

（２／５）■ アポロニウスの円 ■

◇《軌跡がアポロニウスの円になる場合》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の条件を満たす点Ｐの軌跡を求めなさい。

(1) ２点Ａ(０，０)，Ｂ(４，０)からの距離の比が３： である点Ｐ

(2) ２点Ａ(－４，０)，Ｂ( ，０)に対して，ＡＰ：ＢＰ＝１：２を満たす点Ｐ

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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第２章 図形と方程式 ３・軌跡と領域

３ １ 軌跡

（３／５）■ アポロニウスの円 ■

◇《軌跡がアポロニウスの円になる場合》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の条件を満たす点Ｐの軌跡を求めなさい。

(1) ２点Ａ(２，０)，Ｂ(５，０)からの距離の比が ：２である点Ｐ

(2) ２点Ａ(２，０)，Ｂ( ，０)からの距離の比が２：３である点Ｐ

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ３・軌跡と領域

３ １ 軌跡

（４／５）■ アポロニウスの円 ■

◇《軌跡がアポロニウスの円になる場合》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の条件を満たす点Ｐの軌跡を求めなさい。

２点Ａ(－５，０)，Ｂ(１， )からの距離の比が２：１である点Ｐ

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ３・軌跡と領域

３ １ 軌跡

（５／５）■ アポロニウスの円 ■

◇《軌跡が放物線になる場合》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

次の条件を満たす点Ｐの軌跡を求めなさい。

点Ａ(０， )を通り，χ軸に接する円の中心Ｐ

【考え方】点Ｐから点Ａまでの距離と，点Ｐからχ軸までの距離とが等しいことを用いて軌跡を

表す方程式を作る。

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




